
馬道

毎年の恒例となっている５月の大型連休に徳澤園にテントを張り奥穂高岳に登って参りました。

テントは四日間キープし中日二日は、山小屋に泊まりました。

何を言っても無理しないことが一番と感じています。昨年までは、写真を撮りながらもコースタ

イム通りでしたが、予定の1.5倍を考えた計画が必要かな、などと感じています。

徳澤から涸沢そして奥穂高山荘まで登り、翌日は、奥穂高岳山頂から涸沢まで下り、北穂高岳に

登り小屋に泊まる予定でした。

残念なのは、昼過ぎに着いた涸沢で登れば何とか小屋までたどり着くと思ったのですが涸沢小屋

のベンチで偶然お会いした方が途中で引き返したとのこと。私もその話から涸沢小屋に泊まると

にしました。そして翌朝から小屋を目指し、ザイデングラードをほぼ登り終えようとするところ

で昨日話をした声が美しいアナウンサーかな？と思えるほどの声美人とすれ違い「昨日のうちに

登った」とのこと、私は思わず「えらい！」と声が大きくなってしまいました。

私は、そのまま小屋にたどり着き、山頂を目指し、雄大な３６度の北アルプスの風景をたくさん

写真に納め、写真と風景を堪能し山頂に一時間近く居ました。

積雪が天気で温まり、小屋までの下山が非常に怖かった。

小屋は、あの蓮池さん等拉致被害者が飛行機のタラップを降りてきたTVを見た思い出がある。

泊り客は１０数名いたと思うが、食事は同室の二人だけ「こんな小屋で二人だけの食事は初めて

とほぼ同じご年齢の方とお話しした。

下山は教えてもらったピッケルをブレーキ代わりに尻滑りにトライした。ちょっと涸沢カールは

急過ぎるやはり快適である。１億年前は、氷河で埋まっていた涸沢を想いながら雪の上に座って

いる感覚は、しばしの悠久の時に飛んでいました。

ふたたび、涸沢小屋に戻り、名物のおでんを購入。これは徳澤のテントで四日間で初めて飲む酒

のおつまみにするのだ。そして、スマホの電源コード(こんなにあるの？と思った)を探してくれた

若いお嬢様に手を振り雪化粧したアルプスの山々と出会った美女に後ろ髪を引かれる思いで下山。

次回は、北穂高小屋で二泊、一日は、何もしないで過ごそうかと出会った方の話から思った。

下山中、フィリピンから来たという１０名ほどの団体や「Are there any temples araund here?」

と英語で話しかけられた人が４名ほどいた。

習いたての英語であるが、初歩的な基本英語は理解でき、英語で答えられるようになったことは

とても嬉しく思う。英語で会話できるってなんだか嬉しい。

テントに戻り、持ってきた根菜を蒸して味ぽんをかけて食べる、ほぼ定番になりそうな料理だ。

疲れた体に酸っぱいものが一番。山に登れない年齢になっても徳澤にだけは来たいものだ。
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ちょっと重いがテーブルと椅子をいつも持ってきている。

皆さんが、いいねと言ってくれます！

さすがに河童橋は、人でにぎわっています。

でも、感覚的に日本人は３割くらいか？　ちょっと不安になります。



このテレビで拉致被害者の方々がタラップを降りる映像が流れた

涸沢小屋(右)から望む涸沢カールのモルゲンロート　美しかった



奥穂高岳山頂は神々しい





涸沢カールの上部から雪化粧した北アルプスの峰々　昨年同じ時期に登った槍ヶ岳も望めます



奥穂高岳の前衛峰　ジャンダルム



涸沢岳中腹からの笠ヶ岳の夕陽



↑奥穂高岳の星空(こんなに流れ星があるなんて)

←涸沢名物のおでんをメスティンで温めていただく

　缶ビールは、650円で24時間自販機にあります。

以上です

歌にも歌われている二輪草の群生



のおつまみにするのだ。そして、スマホの電源コード(こんなにあるの？と思った)を探してくれた

若いお嬢様に手を振り雪化粧したアルプスの山々と出会った美女に後ろ髪を引かれる思いで下山。


